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～はじめに～ 

 
 本書はＴＤＧ製作の「ＬｔＣ Ｓｏｆｔ（オムロンラダープログラム→Ｃプログラムコンバー

タ）」の概要、対応コマンドについてと「ＣＰＵ基板用ＴＤＧシステムプログラム（オムロン版）」

の概要、プログラム作成手順について記しています。 
 また、ＣＰＵ基板用ＴＤＧシステムプログラムはあくまでも当社のＰＬＣ基板上での動作確認

をしていますのでＣＰＵ基板により十分な動作ができない機能が発生する可能性もあります。 
以下、「オムロンラダーコンバータ」をラダーコンバータ、「ＴＤＧシステムプログラム（オム

ロン版）」をＴＤＧシステムプログラム、「オムロン製ラダー作成ツールＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍ

ｅｒ」をＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒと記載します。 
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１．ラダーコンバータ説明 
 １＿１．概要 
   ＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒで作成したラダープログラムの内容をＣプログラムにコン

バートしファイルを作成します。 
ＣプログラムのファイルですからＴＤＧシステムプログラム（ＣＰＵ基板とのインターフ

ェース機能搭載）と結合しあらゆるＣＰＵ基板上で動作可能になります。 
 
 １＿２．アプリケーション動作環境 

OS Windows98、Windows2000、WindowsXP  

CPU Pentium 133Hz以上 

必要メモリ 32MB以上 

ハードディスク 50MB以上 

 
 １＿３．対応デバイス一覧    
リレー名 リレー説明 デバイス容量 

入出力リレー ＣＰＵ基板のメモリに依存（ＭＡＸで６４０点に対応）  ＣＩＯ 

チャネルＩ／Ｏ     〃       （ＭＡＸで５１２ＣＨ：８１９２点に

対応） 

 Ｗ Ｗリレー     〃       （ＭＡＸで５１２ＣＨ：８１９２点に

対応） 

 Ｔ タイマ     〃       （ＭＡＸで４０９６点に対応） 

 Ｃ カウンタ     〃       （ＭＡＸで４０９６点に対応） 

 ＤＭ データレジスタ     〃       （ＭＡＸで３２７６８点に対応） 

Ａ 特殊補助リレー ＴＤＧシステムプログラム説明参照 

 
 １＿４．特殊機能 
①ＤＭ間接指定ＢＩＮモード 
データメモリ（ＤＭ）のチャネルアドレスを指定するため、その内容をＢＩＮとして読

み込んでエリアの先頭からのオフセットとして間接的に指定できます。 
     ＠Ｄ○○○○○ 
       ↓ 

               内容        00000～32767 
         ↓ 
      Ｄ○○○○○ 
 
   ②ＤＭ間接指定ＢＣＤモード 
    データメモリ（ＤＭ）のチャネルアドレスを指定するため、その内容をＢＣＤとして読

み込んでエリアの先頭からのオフセットとして間接的に指定できます。 
     ＊Ｄ○○○○○ 
       ↓ 

               内容        0000～9999 
         ↓ 
      Ｄ○○○○○ 
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２．ラダーコンバータ対応コマンド一覧 
ラダーコンバータが対応している命令を記します。 
２＿１．シーケンス入力命令 
Ｎｏ    ニモニック      シンボル／オペランド                   内容 

１    ＬＤ       ├┤├─                    ａ接点演算開始。 

  ２    ＬＤ ＮＯＴ   ├┤／├─                 ｂ接点演算開始。 

  ３    ＡＮＤ      ├┤├─┤├─                 ａ接点直列接続。 

  ４    ＡＮＤ ＮＯＴ  ├┤／├─┤／├─               ｂ接点直列接続。 

  ５    ＯＲ       ├┤├┬─                 ａ接点並列接続。 

                ├┤├┘ 

  ６    ＯＲ ＮＯＴ   ├┤／├┬─                 ｂ接点並列接続。 

                ├┤／├┘ 

  ７    ＠ＬＤ      ├┤↑├─                   立ち上がりパルス演算開始。 

  ８    ％ＬＤ      ├┤↓├─                 立ち下がりパルス演算開始。 

  ９    ＠ＡＮＤ     ├┤├─┤↑├─                立ち上がりパルス直列接続。 

１０    ％ＡＮＤ     ├┤├─┤↓├─                立ち下がりパルス直列接続。 

 １１    ＠ＯＲ      ├┤ ├┬─                  立ち上がりパルス並列接続。 

                ├┤↑├┘ 

 １２    ％ＯＲ      ├┤ ├┬─                  立ち下がりパルス並列接続。 

                ├┤↓├┘ 

 １３    ＡＮＤ ＬＤ   ├┤├┬─┬┤├                回路ブロック直列接続。 

                ├┤├┘ └┤├  

 １４    ＯＲ ＬＤ    ├┬┤├─┤├┬─               回路ブロック並列接続。 

                ├┴┤├─┤├┘  

 １５    ＮＯＴ          ─ ＮＯＴ ─                入力条件を反転。 

 １６    ＵＰ        ─ ＵＰ ─                 入力信号の立ち上がり時、１サイクルＯＮし次段に接続。 

 １７    ＤＯＷＮ      ─ ＤＯＷＮ ─               入力信号の立ち下がり時、１サイクルＯＮし次段以降に接続。 

 １８    ＬＤ ＴＳＴ   ├─      ─               指定ビットが１の時、次段にＬＤ接続。 

              
 １９    ＬＤ ＴＳＴＮ  ├─      ─               指定ビットが０の時、次段にＬＤ接続。 

              
 ２０    ＡＮＤ ＴＳＴ   ─      ─               指定ビットが１の時、次段にＡＮＤ接続。 

              
 ２１    ＡＮＤ ＴＳＴＮ  ─      ─               指定ビットが０の時、次段にＡＮＤ接続。 

              
 ２２    ＯＲ ＴＳＴ    ─      ─┘              指定ビットが１の時、次段にＯＲ接続。 

              
 ２３    ＯＲ ＴＳＴＮ   ─      ─┘              指定ビットが０の時、次段にＯＲ接続。 

              
２＿２．シーケンス出力命令 
 ２４    ＯＵＴ            ──  ┤                論理演算結果をリレー出力。 

 ２５    ＯＵＴ ＮＯＴ     ──  ┤                論理演算結果を反転してリレー出力。 

 ２６    ＫＥＥＰ                             ラッチリレー（自己保持）の動作。 

├┤├──                    

├┤├─ 

ＴＳＴ 

② 
① ①テストデータチャネル番号 

②ビット位置データ 

ＴＳＴＮ  

② 
① ①テストデータチャネル番号 

②ビット位置データ 

ＴＳＴ 

② 
① ①テストデータチャネル番号 

②ビット位置データ 

ＴＳＴＮ  

② 
① ①テストデータチャネル番号 

②ビット位置データ 

ＴＳＴ 

② 
① ①テストデータチャネル番号 

②ビット位置データ 

ＴＳＴＮ  

② 
① ①テストデータチャネル番号 

②ビット位置データ 

ＴＳＴＮ  

① 

①リレー番号 

┌
┘ 

ｾｯﾄ 

ﾘｾｯﾄ 
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 ２７    ＤＩＦＵ      ────                   入力信号の立ち上がり時に、指定した接点を１サイクルＯＮ。 

              
 ２８    ＤＩＦＤ      ────                   入力信号の立ち下がり時に、指定した接点を１サイクルＯＮ。 

              
 ２９    ＳＥＴ       ────                   入力条件がＯＮの時指定した接点をＯＮにセットします。以降、入力条件のＯＮ／ＯＦＦに 

かかわらず指定接点はＯＮのまま。 

 ３０    ＲＳＥＴ      ────                   入力条件がＯＮの時指定した接点をＯＦＦにセットします。以降、入力条件のＯＮ／ＯＦＦに 

かかわらず指定接点はＯＦＦのまま。 

 ３１    ＳＥＴＡ      ────                   連続している指定ビット数分のビットをＯＮ。 

 

  

 ３２    ＲＳＴＡ      ────                   連続している指定ビット数分のビットをＯＦＦ。 

 

  

２＿３．シーケンス制御命令 

 ３３    ＥＮＤ       ────                   １つのプログラムの終了を示します。                                       

 ３４    ＩＬ        ────                   入力条件がＯＦＦならば、本命令以降ＩＬＣ命令までの出力をインターロックし入力条件がＯＮの                  

                                        時はＩＬＣ命令までの各命令を通常どおり実行。 

 ３５    ＩＬＣ       ────                   インターロックの範囲の終了を示します。                                       

 ３６    ＪＭＰ       ────                   ＪＭＰ命令の入力条件がＯＦＦの時、ＪＭＥの命令まで直接ジャンプし入力条件がＯＮならば、 

                    次の命令以降を通常どおり実行。 

 ３７    ＪＭＥ       ────                   ＪＭＰまたはＣＪＰ命令によるジャンプの終了位置を示します。 

                     

 ３８    ＣＪＰ       ────                   ジャンプ条件がＯＮの時、ＪＭＥ命令まで直接ジャンプし入力条件がＯＦＦならば、次の命令以降 

                    を通常どおり実行。 

 ３９    ＣＪＰＮ      ────                   ジャンプ条件がＯＦＦの時、ＪＭＥ命令まで直接ジャンプし入力条件がＯＮならば、次の命令以降 

                    を通常どおり実行。 

 ４０    ＪＭＰ０      ────                   ＪＭＰ０命令の入力条件がＯＦＦのとき、ＪＭＰ０の次の命令からＪＭＥ０命令までをＮＯＰ 

処理とし入力条件がＯＮならば次の命令以降を通常どおり実行。 

 ４１    ＪＭＥ０      ────ＪＭＥ０               ＪＭＰ０命令によるジャンプの終了位置を示します。  

 ４２    ＦＯＲ       ────                   ＦＯＲ～ＮＥＸＴ間のプログラムを無条件に指定回数繰り返し実行後、ＮＥＸＴ命令以降の命令を 

                    実行。 

 ４３    ＢＲＥＡＫ     ────                   ＦＯＲ～ＮＥＸＴループ中断し、ＮＥＸＴ命令までをＮＯＰ処理。 

 ４４    ＮＥＸＴ      ────                   ＦＯＲ～ＮＥＸＴのループの終了を示します。 

２＿４．タイマ／カウンタ命令 

 ４５    ＴＩＭ       ────                   減算式ＯＮディレー０．１秒単位のタイマです。 

                      設定値：０～９９９．９秒（ＢＣＤ） 

 ４６    ＣＮＴ       ────                   減算カウンタです。 

設定値：０～９９９．９秒（ＢＣＤ） 

 ４７    ＴＴＩＭ      ────                   積算式ＯＮディレー０．１秒単位のタイマです。 

────                   設定時間：０～９９９．９秒（ＢＣＤ） 

 ４８    ＴＩＭＬ      ────                   減算式ＯＮディレー１００ｍｓタイマです。 

設定値：０～９９９９９９９．９秒=約１１５日（ＢＣＤ） 

  

ＤＩＦＵ 
① ①リレー番号 

ＤＩＦＤ 
①htt ①リレー番号 

ＳＥＴ 
① ①リレー番号 ＠ＳＥＴ 

％ＳＥＴ 

ＲＳＥＴ 
① ①リレー番号 ＠ＲＳＥＴ 

％ＲＳＥＴ 

ＳＥＴＡ 
① ①セット下位 CH番号 ＠ＳＥＴＡ 

％ＳＥＴＡ ② 
③ 

②セット開始ﾋﾞｯﾄ位置 
③ﾋﾞｯﾄ数 

ＲＳＴＡ 
① ①セット下位 CH番号 ＠ＲＳＴＡ 

％ＲＳＴＡ ② 
③ 

②セット開始ﾋﾞｯﾄ位置 
③ﾋﾞｯﾄ数 

ＥＮＤ 

ＩＬ 

ＩＬＣ 

ＪＭＰ 
① ①ジャンプ番号 

ＪＭＥ 
① ①ジャンプ番号 

ＣＪＰ 
① ①ジャンプ番号 

ＣＪＰＮ 
① ①ジャンプ番号 

ＪＭＰ０ 
① ①ジャンプ番号 

ＪＭＥ０ 

ＦＯＲ 
① ループ回数 

ＢＲＥＡＫ 

ＮＥＸＴ 

ＴＩＭ 
① ①タイマ番号 
② ②タイマ設定値 

ＣＮＴ 
① ①カウンタ番号 
② ②カウンタ設定値 

ＴＴＩＭ 
① ①タイマ番号 
② ②タイマ設定値 リセット入力 

タイマ入力 

ＴＩＭＬ 
① ①ﾀｲﾑｱｯﾌﾟﾌﾗｸﾞ CH番号 
② 
③ 
②現在出力下位 CH番号 
③ﾀｲﾏ設定値下位 CH番号 
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 ４９    ＭＴＩＭ      ────                   ８点の任意のタイムアップフラグ値が得られる、積算式ＯＮディレー０．１秒単位のタイマです。 

                                        設定時間：０～９９９．９秒（ＢＣＤ） 

  

 ５０    ＣＮＴＲ                             加算カウンタ入力の立ち上がりで加算し減算カウンタの入力の立ち上がりで減算処理です。 

                        

 ５１    ＣＮＲ       ────                   指定範囲のタイマ／カウンタのアップフラグをリセットし同時に現在値を最大値（９９９９）に 

                             セットします。 

２＿５．データ比較命令 

 ５２    ＬＤ、ＡＮＤ、  ├─      ─ ＬＤ接続型         ＣＨデータまたは定数を、符号なしＢＩＮ１６ビット（１６進４桁）で比較（＝、＜＞、＜、 

       ＯＲ                               ＜＝、＞、＞＝のいずれか）し比較結果が真のとき、次段以降に接続、接続型にＬＤ接続、 

          ＋      ─      ─ ＡＮＤ接続型        ＡＮＤ接続、ＯＲ接続の３種類があります。 

       ＝、＜＞、＜、           

       ＜＝、＞、＞＝   ─      ─┘ＯＲ接続型 

              

 ５３    ＬＤ、ＡＮＤ、   ①比較データ１下位ＣＨ番号          ２ＣＨ分のＣＨデータまたは定数を、符号なしＢＩＮ３２ビット（１６進８桁）で比較（＝、 

       ＯＲ  ＋     ②比較データ２下位ＣＨ番号          ＜＞、＜、＜＝、＞、＞＝のいずれか）し比較結果が真のとき、次段以降に接続、接続型に 

＝、＜＞、＜、                          ＬＤ接続、ＡＮＤ接続、ＯＲ接続の３種類があります。 

       ＜＝、＞、＞＝  

          ＋        

          Ｌ 

 ５４    ＬＤ、ＡＮＤ、   ①比較データ１                ＣＨデータまたは定数を、符号付きＢＩＮ１６ビット（１６進４桁）で比較（＝、＜＞、＜＝、 

       ＯＲ  ＋     ②比較データ２                ＞、＞＝のいずれか）し比較結果が真のとき、次段以降に接続、接続型にＬＤ接続、ＡＮＤ接続、 

＝、＜＞、＜、                          ＯＲ接続の３種類があります。 

       ＜＝、＞、＞＝  

          ＋        

          Ｓ 

 ５５    ＬＤ、ＡＮＤ、   ①比較データ１下位ＣＨ番号          ２ＣＨ分のＣＨデータまたは定数を、符号付きＢＩＮ３２ビット（１６進８桁）で比較（＝、 

       ＯＲ  ＋     ②比較データ２下位ＣＨ番号          ＜＞、＜、＜＝、＞、＞＝のいずれか）し比較結果が真のとき、次段以降に接続、接続型に 

＝、＜＞、＜、                          ＬＤ接続、ＡＮＤ接続、ＯＲ接続の３種類があります。 

       ＜＝、＞、＞＝  

          ＋        

         ＳＬ 

 ５６    ＣＭＰ       ────                   ＣＨデータまたは定数を、符号なしＢＩＮ１６ビット（１６進４桁）で比較し、比較結果を 

                      コンディションフラグに反映。 

 ５７    ＣＭＰＬ      ────                   ２ＣＨ分のＣＨデータまたは定数を、符号なしＢＩＮ３２ビット（１６進８桁）で比較し、 

                      比較結果をコンディションフラグに反映。 

 ５８    ＣＰＳ       ────                   ＣＨデータまたは定数を、符号付きＢＩＮ１６ビット（最上位ビットを符号ビットとする 

                      １６進４桁）で比較をし、比較結果をコンディションフラグに反映。 

 ５９    ＣＰＳＬ      ────                   ２ＣＨ分のＣＨデータまたは定数を、符号付き倍長ＢＩＮ３２ビット（最上位ビットを符号ビット 

                      １６進８桁）で比較をし、比較結果をコンディションフラグに反映。 

 ６０    ＭＣＭＰ      ────                   １６ＣＨ分のデータどうしをＣＨ単位で比較し、指定されたＣＨの該当ビットに一致かどうかの 

比較結果を出力。  

  比較 

 

ＭＴＩＭ 
① ①結果出力 CH番号 
② 
③ 
②現在出力 CH番号 
③設定値下位 CH番号 

ＣＮＴＲ 
① ①カウンタ番号 
② ②カウンタ設定値 リセット入力 

加算カウント 

減算カウント 

ＣＮＲ 
① ①ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ番号１ 
② ②ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ番号２ 

ＴＳＴ 

② 
① 

①比較データ１ 
②比較データ２ 

ＴＳＴ 

② 
① 

ＴＳＴ 

② 
① 

ＣＭＰ 
① ①比較データ１ 
② ②比較データ２ 

ＣＭＰＬ 
① ①比較ﾃﾞｰﾀ 1下位 CH番号 
② ②比較ﾃﾞｰﾀ 2下位 CH番号 

ＣＰＳ 
① ①比較データ１ 
② ②比較データ２ 

ＣＰＳＬ 
① ①比較ﾃﾞｰﾀ 1下位 CH番号 
② ②比較ﾃﾞｰﾀ 2下位 CH番号 

ＭＣＭＰ 
① ①比較ﾃﾞｰﾀ1下位CH番号 ＠ＭＣＭＰ 
② 
③ 
②比較ﾃﾞｰﾀ 2下位CH番号 
③比較結果出力 CH番号 

① 
①＋１ 

①＋１４ 
①＋１５ 

② 
②＋１ 

②＋１４ 
②＋１５ 

③ 
③＋１ 

③＋１４ 
③＋１５ 

①比較ﾃﾞｰﾀ 1下位 CH番号 

一致のとき０ 
不一致のとき１ 

＠ＣＮＲ 
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２＿６．データ転送命令 

 ６１    ＭＯＶ       ────                   ＣＨデータまたは定数を、指定ＣＨへ転送。 

                                         

  

 ６２    ＭＯＶＬ      ────                   ２ＣＨデータまたは定数を、転送先ＣＨへ３２ビット単位で転送。 

                                         

  

 ６３    ＭＶＮ       ────                   ＣＨデータまたは定数のビット反転データを、指定へ転送。 

                                        

  

 ６４    ＭＶＮＬ      ────                   ２ＣＨ分のＣＨデータまたは定数のビット反転データを、指定されたＣＨへ転送。 

                                          

  

 ６５    ＭＯＶＢ      ────                   指定ビットを転送。           ② 

                                          

                                    
       
 ６６    ＭＯＶＤ      ────                   桁（４ビット）単位で転送。       ②     Ｃ 

                                        複数桁の転送も可能。  

                                    
       
 ６７    ＸＦＲＢ      ────                   指定された複数ビットを転送。      ② 

                                          

                                    
       
 ６８    ＸＦＥＲ      ────                   連続する複数のＣＨデータを一括して転送。    

                                         

                                   
       
 ６９    ＢＳＥＴ      ────                   連続する複数のＣＨデータを一括して転送。    

                                         

                                   
       
 ７０    ＸＣＨＧ      ────                   ＣＨ間でのデータ交換。                                         

  

 

 ７１    ＸＣＧＬ      ────                   ２ＣＨのＣＨデータどうしを３２ビット単位で交換。                                      

  

 

 ７２    ＤＩＳＴ      ────                   転送データを転送先基準としてオフセットしたチャンネルへ転送。 

                                         

                                   
       
 

 

ＭＯＶ 
① ①転送データ 
② ②転送先ＣＨ番号 

＠ＭＯＶ ① 

② 

ＭＯＶＬ 
① ①転送ﾃﾞｰﾀ下位ＣＨ番号 
② ②転送先下位ＣＨ番号 

＠ＭＯＶＬ ①＋１ 

②＋１ 

① 

② 

ＭＶＮ 
① ①転送データ 
② ②転送先ＣＨ番号 

＠ＭＶＮ ① 

② 

ＭＶＮＬ 
① ①転送ﾃﾞｰﾀ下位ＣＨ番号 
② ②転送先下位ＣＨ番号 

＠ＭＶＮＬ ①＋１ 

②＋１ 

① 

② 

ビット反転（１→０）、（０→１） 

ビット反転（１→０）、（０→１） 

ＭＯＶＢ 
① ①転送元ＣＨ番号 
② ②コントロールデータ 

＠ＭＯＶＢ 
ｎ 

③ ③転送先ＣＨ番号 

ｍ 

①    ｎ 

③  ｍ 

ＭＯＶＤ 
① ①転送元ＣＨ番号 
② Ｃコントロールデータ 

＠ＭＯＶＤ 
 ｎ ｍ 

③ Ｄ転送先ＣＨ番号 

０ ｌ 

①              
ｍ 

③        
ｌ 

ｎ 

ＸＦＲＢ 
① ①転送元ＣＨ番号 
② ②コントロールデータ 

＠ＸＦＲＢ 
 ｍ ｌ 

③ ③転送先ＣＨ番号 

 ｎ 

①              
ｌ 

③          
ｍ 

ｎ 

ＸＦＥＲ 
① ①転送ＣＨ数 
② ②転送元下位ＣＨ番号 

＠ＸＦＥＲ 

③ ③転送先下位ＣＨ番号 

② ③ 

① 

ＢＳＥＴ 
① ①転送データ 
② ②転送元下位ＣＨ番号 

＠ＢＳＥＴ 

③ ③転送先下位ＣＨ番号 ①  

② 

③ 

ＸＣＨＧ 
① ①交換ＣＨ番号１ 
② ②交換ＣＨ番号２ 

＠ＸＣＨＧ ① 

② 

ＸＣＧＬ 
① ①交換下位ＣＨ番号１ 
② ②交換下位ＣＨ番号２ 

＠ＸＣＧＬ ①＋１ 

②＋１ 

① 

② 

ＤＩＳＴ 
① ①転送データ 
② ②転送先基準ＣＨ番号 

＠ＤＩＳＴ 

③ ③オフセットデータ 

① 

 

ｎ ② 
 

 
②＋ｎ 

③ 
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 ７３    ＣＯＬＬ      ────                   転送元を基準としてオフセットしたチャネルの内容を指定チャネルとして転送。 

                                         

                                   
       
 ７４    ＭＯＶＲ      ────                   指定したＣＨ番号、接点番号のＩ／Ｏメモリ実行アドレスを指定したインデックスレジタに設定。 

                                         

                                   
       
２＿７．データシフト命令 

 ７５    ＳＦＴ                              シフトレジスタの動作をします。 

                         

  

 ７６    ＳＦＴＲ      ────                   シフト方向が切替え可能なシフトレジスタの動作をします。 

                         

  

 

  

 ７７    ＡＳＦＴ      ────                   指定ＣＨ範囲のチャネルデータのうち、００００Ｈｅｘ以外のチャネルデータを前詰め、または 

                       後ろ詰めし、００００Ｈｅｘのチャネルデータとの位置を入れ替えます。 

  

 

  

 ７８    ＷＳＦＴ      ────                   ＣＨ単位でシフトします。 

                         

  

 ７９    ＡＳＬ       ────                   ＣＨデータを左に１ビットシフトします。 

                         

  

 ８０    ＡＳＬＬ      ────                   ２ＣＨ分のデータを左に１ビットシフトします。 

                         

  

 ８１    ＡＳＲ       ────                   ＣＨデータを右に１ビットシフトします。 

                         

  

 ８２    ＡＳＲＬ      ────                   ２ＣＨ分のデータを右に１ビットシフトします。 

                         

  

 ８３    ＲＯＬ       ────                   １６ビットのチャネルデータをキャリー（ＣＹ）フラグを含めて１ビット左回転します。 

                         

 

 ８４    ＲＯＬＬ      ────                   ３２ビットのチャネルデータをキャリー（ＣＹ）フラグを含めて１ビット左回転します。 

                         

  

 

 

ＣＯＬＬ 
① ①転送元基準ＣＨ番号 
② ②オフセットデータ 

＠ＣＯＬＬ 

③ ③転送先ＣＨ番号 

③ 

 

ｎ ① 
 

 
①＋ｎ 

ＭＯＶＲ 
① ①指定ＣＨ番号／   

接点番号 ② 
②転送先インデックス 

レジスタ 

＠ＭＯＶＲ 

 
 

② 

メモリアドレス 
インデックスレジスタ ① 

ＳＦＴ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 
② ②シフト上位ＣＨ番号 リセット入力 

データ入力 

シフト信号 

消滅 
シフト信号の立ち上
がりごとデータ入力 

① ② 

15    0 15    0 15    0 

ＳＦＴＲ 
① 

①シフト下位ＣＨ番号 ② 
②シフト上位ＣＨ番号 

データ入力 

② ③ 

15    0 15    0 15    0 
③ 

Ｃコントロールデータ 
12 

データ入力 

15    0 15    0 15    0 

 
CY 

 
CY シフト方向 

設定 

ＡＳＦＴ 
① 

②シフト下位ＣＨ番号 ② 
③シフト上位ＣＨ番号 ③ 

①コントロールデータ 

＠ＳＦＴＲ 

＠ＡＳＦＴ 

ＷＳＦＴ 
① ①シフトデータ番号 
② ②シフト下位ＣＨ番号 

消滅 

② ③ 

15    0 15    0 15    0 
③シフト上位ＣＨ番号 ③ 

15    0 

① ＠ＷＳＦＴ 

ＡＳＬ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＡＳＬ 15         0 

 
CY 

0 

ＡＳＬＬ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 ＠ＡＳＬＬ 15   ①＋１   0 

 
CY 

15    ①    0 
0 

ＡＳＲ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＡＳＲ 15         0 

 
CY 

0 

ＡＳＲＬ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 ＠ＡＳＲＬ 15   ①＋１   0 

 
CY 

15    ①    0 
0 

ＲＯＬ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＲＯＬ 

15    ①    0 
 

CY 

ＲＯＬＬ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 ＠ＲＯＬＬ 

15   ①＋１   0 
 

CY 15    ①    0 

② 

① 
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 ８５    ＲＬＮＣ      ────                   １６ビットのチャネルデータをキャリー（ＣＹ）フラグを含めず１ビット左回転します。 

                         

  

 ８６    ＲＬＮＬ      ────                   ３２ビットのチャネルデータをキャリー（ＣＹ）フラグを含めず１ビット左回転します。 

                         

  

 ８７    ＲＯＲ       ────                   １６ビットのチャネルデータをキャリー（ＣＹ）フラグを含めて１ビット右回転します。 

                         

  

 ８８    ＲＯＲＬ      ────                   ３２ビットのチャネルデータをキャリー（ＣＹ）フラグを含めて１ビット右回転します。 

                         

  

 ８９    ＲＲＮＣ      ────                   １６ビットのチャネルデータをキャリー（ＣＹ）フラグを含めず１ビット右回転します。 

                         

  

 ９０    ＲＲＮＬ      ────                   ３２ビットのチャネルデータをキャリー（ＣＹ）フラグを含めず１ビット右回転します。 

                         

  

 ９１    ＳＬＤ       ────                   連続したチャネルのデータ内容を１桁（４ビット）単位で左シフトします。 

                         

  

 ９２    ＳＲＤ       ────                   連続したチャネルのデータ内容を１桁（４ビット）単位で右シフトします。 

                         

  

 ９３    ＮＳＦＬ      ────                   指定ビット数分のビットデータを左に１ビットシフトします。 

                         

   

  

 ９４    ＮＳＦＲ      ────                   指定ビット数分のビットデータを右に１ビットシフトします。 

                         

   

  

 ９５    ＮＡＳＬ      ────                   １６ビットのチャネルデータを指定ビット数分左シフトします。 

                            

   

 

 ９６    ＮＳＬＬ      ────                   ３２ビットのチャネルデータを指定ビット数分左シフトします。 

                             

   

 

 ９７    ＮＡＳＲ      ────                   １６ビットのチャネルデータを指定ビット数分右シフトします。 

                            

   

 

 

ＲＬＮＣ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＲＬＮＣ 

15    ①    0 
 

CY 

ＲＬＮＬ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 ＠ＲＬＮＬ 

15   ①＋１   0 
 

CY 15    ①    0 

ＲＯＲ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＲＯＲ 

15    ①    0 
 

CY 

ＲＯＲＬ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 ＠ＲＯＲＬ 

15   ①＋１   0 
 

CY 15    ①    0 

ＲＲＮＣ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＲＲＮＣ 

15    ①    0 
 

CY 

ＲＲＮＬ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 ＠ＲＲＮＬ 

15   ①＋１   0 
 

CY 15    ①    0 

ＳＬＤ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 
② ②シフト上位ＣＨ番号 

消滅 

① ② ＠ＳＬＤ 

0Hex 

ＳＲＤ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 
② ②シフト上位ＣＨ番号 

消滅 

① ② ＠ＳＲＤ 

0Hex 

ＮＳＦＬ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 ＠ＮＳＦＬ 

 
CY 

0 
② ②シフト開始ビット 
③ ③シフトデータ長 

ｎ ② 

① 

① 

③-1 ﾋﾞｯﾄ 

③-1 ﾋﾞｯﾄ 
1 ﾋﾞｯﾄ左へｼﾌﾄ 

ＮＳＦＲ 
① ①シフト下位ＣＨ番号 ＠ＮＳＦＲ 

 
CY 

0 
② ②シフト開始ビット 
③ シフトデータ長 

ｎ ② 

① 

① 

③-1 ﾋﾞｯﾄ 

③-1 ﾋﾞｯﾄ 
1 ﾋﾞｯﾄ右へｼﾌﾄ 

 

ＮＡＳＬ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＮＡＳＬ 

CY 

② ②コントロールデータ ① 

aの内容または 
0が挿入される 

消滅 

               a 

             a   
Ｎﾋﾞｯﾄ 

Ｎﾋﾞｯﾄｼﾌﾄ 

15         0 
② 0 

 

ＮＳＬＬ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＮＳＬＬ 

CY 

② ②コントロールデータ 
消滅 

     ･････   

       Ｎﾋﾞｯﾄｼﾌﾄ 

15         0 
② 0 

･････ 

     ･････  a 

     ･････  a 
Ｎﾋﾞｯﾄ 

aの内容または 
0が挿入される 

 

ＮＡＳＲ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＮＡＳＲ 

CY 

② ②コントロールデータ ① 

① 

aの内容 
または 
0が挿入 
される 

消滅 

a                

       a         
Ｎﾋﾞｯﾄ 

Ｎﾋﾞｯﾄｼﾌﾄ 

15         0 
② 0 

① 

① 

① 

①＋１ 

①＋１ 
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 ９８    ＮＳＲＬ      ────                   ３２ビットのチャネルデータを指定ビット数分右シフトします。 

                             

   

 

２＿８．インクリメント／デクリメント命令 

 ９９    ＋＋        ────                   １６進４桁の１ＣＨデータに１を加算。 

                          

  

 １００   ＋＋Ｌ       ────                   １６進８桁の２ＣＨデータに１を加算。 

                          

  

 １０１   ――        ────                   １６進４桁の１ＣＨデータに１を減算。 

                          

  

 １０２   ――Ｌ       ────                   １６進８桁の２ＣＨデータに１を減算。 

                          

  

 １０３   ＋＋Ｂ       ────                   ＢＣＤ４桁の１ＣＨデータに１を加算。 

                          

  

 １０４   ＋＋ＢＬ      ────                   ＢＣＤ８桁の２ＣＨデータに１を加算。 

                          

  

 １０５   ――Ｂ       ────                   ＢＣＤ４桁の１ＣＨデータに１を減算。 

                          

  

 １０６   ――ＢＬ      ────                   ＢＣＤ８桁の２ＣＨデータに１を減算。 

                          

  

２＿９．四則演算命令 

 １０７   ＋         ────                   チャネルデータや定数を符号付き１６進４桁で加算。 

                         

   

  

 １０８   ＋Ｌ        ────                   ２ＣＨデータや定数を符号付き１６進８桁で加算。 

                         

   

  

 １０９   ＋Ｃ        ────                   データや定数をキャリー（ＣＹ）フラグを含めて符号付き１６進４桁で加算。 

                         

   

  

 

 

 

 

ＮＳＲＬ 
① ①シフトＣＨ番号 ＠ＮＳＲＬ 

CY 

② ②コントロールデータ 
消滅 

a       

   a    Ｎﾋﾞｯﾄｼﾌﾄ 

15         0 
② 0 

･････ 

       

     ･････   
Ｎﾋﾞｯﾄ 

① 

① 

①＋１ 

①＋１ 

･････ ･････ 
aの内容 
または 
0が挿入 
される 

＋＋ 
① ①データＣＨ番号 ＠＋＋ 

① ＋１ ① 

＋＋Ｌ 
① ①データ下位ＣＨ番号 ＠＋＋Ｌ 

①＋１ ＋１ ①＋１ ① ① 

―― 
① ①データＣＨ番号 ＠―― 

① －１ ① 

――Ｌ 
① ①データ下位ＣＨ番号 ＠――Ｌ 

①＋１ －１ ①＋１ ① ① 

＋＋Ｂ 
① ①データＣＨ番号 ＠＋＋Ｂ 

① ＋１ ① 

＋＋ＢＬ 
① ①データ下位ＣＨ番号 ＠＋＋ＢＬ 

①＋１ ＋１ ①＋１ ① ① 

――Ｂ 
① ①データＣＨ番号 ＠――Ｂ 

① －１ ① 

――ＢＬ 
① ①データ下位ＣＨ番号 ＠――ＢＬ 

①＋１ －１ ①＋１ ① ① 

＋ 
① ①被加算データ ＠＋ 
② ②加算データ 
③ ③演算結果出力ＣＨ番号 

① 

② 

③ CY 

+ 

桁上がり時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

＋Ｌ 
① 

①被加算データ下位ＣＨ番号 

＠＋Ｌ 
② 

②加算データ下位ＣＨ番号 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

①＋１ 

②＋１ 

③＋１ CY 

+ 

桁上がり時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） ① 

② 

③ 

＋Ｃ 
① ①被加算データ ＠＋Ｃ 
② ②加算データ 
③ ③演算結果出力ＣＨ番号 

① 

② 

③ CY 

+ 

桁上がり時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

CY 
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 １１０   ＋ＣＬ       ────                   ２ＣＨ分のデータや定数をキャリー（ＣＹ）フラグを含めて符号付き１６進８桁で加算 

                         

   

  

 

 １１１   ＋Ｂ        ────                   チャネルデータや定数をＢＣＤ４桁で加算。 

                         

   

  

 １１２   ＋ＢＬ       ────                   チャネルデータや定数をＢＣＤ８桁で加算。 

                         

   

  

 １１３   ＋ＢＣ       ────                   チャネルデータや定数をキャリー（ＣＹ）フラグを含めて符号付きＢＣＤ４桁で加算。 

                         

   

  

 

 １１４   ＋ＢＣＬ      ────                   ２ＣＨ分のデータや定数をキャリー（ＣＹ）フラグを含めてＢＣＤ８桁で加算 

                         

   

  

 

 １１５   －         ────                   チャネルデータや定数を符号付き１６進４桁で減算。 

                         

   

  

 １１６   －Ｌ        ────                   ２ＣＨデータや定数を符号付き１６進８桁で減算。 

                         

   

  

 １１７   －Ｃ        ────                   データや定数をキャリー（ＣＹ）フラグを含めて符号付き１６進４桁で減算。 

                         

   

  

 

 １１８   －ＣＬ        ────                   ２ＣＨ分のデータや定数をキャリー（ＣＹ）フラグを含めて符号付き１６進８桁で減算 

                         

   

  

 

 １１９   －Ｂ         ────                   チャネルデータや定数をＢＣＤ４桁で減算。 

                         

   

  

＋ＣＬ 
① 

①被加算データ 

＠＋ＣＬ 
② 

②加算データ 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

①＋１ 

②＋１ 

③＋１ CY 

+ 

桁上がり時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

CY 

① 

② 

③ 

＋Ｂ 
① 

①被加算データ下位ＣＨ番号 

＠＋Ｂ 
② 

②加算データ下位ＣＨ番号 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ CY 

+ 

桁上がり時ＯＮ 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

＋ＢＬ 
① ＠＋ＢＬ 
② 
③ 

①＋１ 

②＋１ 

③＋１ CY 

+ 

桁上がり時ＯＮ 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

①被加算データ下位ＣＨ番号 
②加算データ下位ＣＨ番号 
③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ 

＋ＢＣ 
① ①被加算データ ＠＋ＢＣ 
② ②加算データ 
③ ③演算結果出力ＣＨ番号 

① 

② 

③ CY 

+ 

桁上がり時ＯＮ 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

CY 

＋ＢＣＬ 
① ＠＋ＢＣＬ 
② 
③ 

①＋１ 

②＋１ 

③＋１ CY 

+ 

桁上がり時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

CY 

① 

② 

③ 

①被加算データ下位ＣＨ番号 
②加算データ下位ＣＨ番号 
③演算結果出力下位ＣＨ番号 

－ 
① ①被減算データ ＠－ 
② ②減算データ 
③ ③演算結果出力ＣＨ番号 

① 

② 

③ CY 

－ 

桁借り時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

－Ｌ 
① 

①被減算データ下位ＣＨ番号 

＠－Ｌ 
② 

②減算データ下位ＣＨ番号 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

①＋１ 

②＋１ 

③＋１ CY 

－ 

桁借り時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） ① 

② 

③ 

－Ｃ 
① ①被減算データ ＠－Ｃ 
② ②減算データ 
③ ③演算結果出力ＣＨ番号 

① 

② 

③ CY 

－ 

桁借り時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

CY 

－ＣＬ 
① 

①被減算データ 

＠－ＣＬ 
② 

②減算データ 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

①＋１ 

②＋１ 

③＋１ CY 

－ 

桁借り時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

CY 

① 

② 

③ 

－Ｂ 
① 

①被減算データ下位ＣＨ番号 

＠－Ｂ 
② 

②減算データ下位ＣＨ番号 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ CY 

－ 

桁借り時ＯＮ 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 



 
   
 
 
 

 - 12 -

 １２０   －ＢＬ       ────                   ２ＣＨ分のチャネルデータや定数をＢＣＤ８桁で減算。 

                         

   

  

 １２１   －ＢＣ       ────                   チャネルデータや定数をキャリー（ＣＹ）フラグを含めて符号付きＢＣＤ４桁で減算。 

                         

   

  

 

 １２２   －ＢＣＬ      ────                   ２ＣＨ分のデータや定数をキャリー（ＣＹ）フラグを含めてＢＣＤ８桁で減算 

                         

   

  

 

 １２３   ＊         ────                   チャネルデータや定数を符号付き１６進４桁で乗算。 

                         

   

  

 １２４   ＊Ｕ        ────                   チャネルデータや定数を符号なし１６進４桁で乗算。 

                         

   

  

 １２５   ＊Ｂ        ────                   チャネルデータや定数をＢＣＤ４桁で乗算。 

                         

   

  

 １２６   ／         ────                   チャネルデータや定数を符号付き１６進４桁で除算。 

                         

   

  

 １２７   ／Ｕ        ────                   チャネルデータや定数を符号なし１６進４桁で除算。 

                         

   

  

 １２８   ／Ｂ        ────                   チャネルデータや定数をＢＣＤ４桁で除算。 

                         

   

  

２＿１０．データ変換命令 

 １２９   ＢＩＮ       ────                   ＢＣＤデータをＢＩＮデータに変換。 

                         

  

 １３０   ＢＩＮＬ      ────                   倍長ＢＣＤデータをＢＩＮデータに変換。 

                         

  

－ＢＬ 
① ＠－ＢＬ 
② 
③ 

①＋１ 

②＋１ 

③＋１ CY 

－ 

桁借り時ＯＮ 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

①被減算データ下位ＣＨ番号 
②減算データ下位ＣＨ番号 
③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ 

－ＢＣ 
① ①被減算データ ＠－ＢＣ 
② ②減算データ 
③ ③演算結果出力ＣＨ番号 

① 

② 

③ CY 

－ 

桁借り時ＯＮ 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

CY 

－ＢＣＬ 
① ＠－ＢＣＬ 
② 
③ 

①＋１ 

②＋１ 

③＋１ CY 

－ 

桁借り時ＯＮ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

CY 

① 

② 

③ 

①被減算データ下位ＣＨ番号 
②減算データ下位ＣＨ番号 
③演算結果出力下位ＣＨ番号 

＊ 
① 

①被乗算データ 

＠＊ 
② 

②乗算データ 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ 

× 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

③＋１ 

＊Ｕ 
① 

①被乗算データ 

＠＊Ｕ 
② 

②乗算データ 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ 

× 

（符号なしＢＩＮ） 

（符号なしＢＩＮ） 

（符号なしＢＩＮ） 

③＋１ 

＊Ｂ 
① 

①被乗算データ 

＠＊Ｂ 
② 

②乗算データ 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ 

× 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

③＋１ 

／ 
① 

①被除算データ 

＠／ 
② 

②除算データ 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ 

÷ 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

（符号付きＢＩＮ） 

③＋１ 

／Ｕ 
① 

①被除算データ 

＠／Ｕ 
② 

②除算データ 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ 

÷ 

（符号なしＢＩＮ） 

（符号なしＢＩＮ） 

（符号なしＢＩＮ） 

③＋１ 

／Ｂ 
① 

①被除算データ 

＠／Ｂ 
② 

②除算データ 

③ 

③演算結果出力下位ＣＨ番号 

① 

② 

③ 

÷ 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

（ＢＣＤ） 

③＋１ 

余り 商 

余り 商 

余り 商 

ＢＩＮ 
① ①変換データＣＨ番号 
② ②変換結果出力ＣＨ番号 ① ② 

＠ＢＩＮ 

ＢＣＤ ＢＩＮ 

ＢＩＮＬ 
① 

①変換データ下位ＣＨ番号 
② 

②変換結果出力下位ＣＨ番号 

① ②＋１ 
＠ＢＩＮＬ 

ＢＣＤ ＢＩＮ ＢＣＤ ＢＩＮ 
①＋１ ② 
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 １３１   ＢＣＤ       ────                   ＢＩＮデータをＢＣＤデータに変換。 

                         

  

 １３２   ＢＣＤＬ      ────                   倍長ＢＩＮデータをＢＣＤデータに変換。 

                         

  

 １３３   ＮＥＧ       ────                   ＢＩＮ１６ビットのデータの２の補数をとります。 

                         

  

 １３４   ＮＥＧＬ      ────                   ＢＩＮ３２ビットのデータの２の補数をとります。 

                         

  

 １３５   ＳＩＧＮ      ────                   指定ＣＨのデータを１ＣＨの符号付きＢＩＮデータとして２ＣＨの符号拡張します。 

                         

  

 １３６   ＭＬＰＸ      ────                   指定ＣＨの指定桁または指定バイトを読みとり（４→１６デコードまたは８→２５６デコードして） 

                                指定ＣＨの該当ビットに１を、他のビットに０を出力。  

  

 １３７   ＤＭＰＸ      ────                   指定ＣＨの１６ビットまたは２５６ビット中のＯＮしている最上位ビットまたは再会ビットを読み 

                                とり（１６→４エンコードまたは２５６→８エンコードして）指定ＣＨの指定桁または指定バイト  

                                        に出力。 

 １３８   ＡＳＣ       ────                   １６ビットデータの指定桁をＡＳＣＩＩコードに変換。 

                                 

                                         

 １３９   ＨＥＸ       ────                   ＣＨデータの指定桁の内容を８ビットのＡＳＣＩＩデータとして扱い、指定ＣＨの指定桁に対応 

                                するキャラクタとして出力。 

                                         

 １４０   ＬＩＮＥ      ────                   指定された１６ＣＨ分データの内、指定ビットのデータのみを別の指定ＣＨの該当ビットにセット。 

                                

   

 １４１   ＣＯＬＭ      ────                   指定されたＣＨの各ビットデータを別の指定ＣＨから１６ＣＨの指定したビットにセット。 

                                

  

 １４２   ＢＩＮＳ      ────                   符号付きＢＣＤデータを符号付ＢＩＮデータに変換。 

                                

  

 １４３   ＢＩＳＬ      ────                   符号付倍長ＢＣＤデータを符号付倍長ＢＩＮデータに変換。 

                                

  

 

 １４４   ＢＣＤＳ      ────                   符号付ＢＩＮデータを符号付ＢＣＤデータに変換。 

                                

  

 

 

ＢＣＤ 
① ①変換データＣＨ番号 
② ②変換結果出力ＣＨ番号 ① ② 

＠ＢＣＤ 

ＢＩＮ ＢＣＤ 

ＢＣＤＬ 
① 

①変換データ下位ＣＨ番号 
② 

②変換結果出力下位ＣＨ番号 

① ②＋１ 
＠ＢＣＤＬ 

ＢＩＮ ＢＣＤ ＢＩＮ ＢＣＤ 
①＋１ ② 

ＮＥＧ 
① ①変換データＣＨ番号 
② ②変換結果出力ＣＨ番号 

＠ＮＥＧ 

① ② 

２の補数（ビット
反転して＋１） 

ＮＥＧＬ 
① 

①変換データ下位ＣＨ番号 

② 

②変換結果出力下位ＣＨ番号 

＠ＮＥＧＬ 

①＋１ ②＋１ 

２の補数（ビット
反転して＋１） 

① ② 

ＳＩＧＮ 
① 

①拡張データＣＨ番号 

② 

②変換結果出力下位ＣＨ番号 

＠ＳＩＧＮ 

ＭＬＰＸ 
① ①変換データＣＨ番号 
② ②コントロールデータ 

＠ＭＬＰＸ 

③ ③変換結果出力下位ＣＨ 
番号 

ＤＭＰＸ 
① ①変換データ下位ＣＨ番号 
② ②変換結果出力ＣＨ番号 

＠ＤＭＰＸ 

③ ③コントロールデータ 

ＡＳＣ 
① ①変換データＣＨ番号 
② ②桁指定データ 

＠ＡＳＣ 

③ ③変換結果出力下位ＣＨ 
番号 

ＨＥＸ 
① ①変換データ下位ＣＨ番号 
② ②コントロールデータ 

＠ＨＥＸ 

③ ③変換結果出力ＣＨ番号 

ＬＩＮＥ 
① ①変換データ下位ＣＨ番号 
② ②ビット位置指定データ 

＠ＬＩＮＥ 

③ ③変換結果出力ＣＨ番号 

ＣＯＬＭ 
① ①変換データ下位ＣＨ番号 
② ②変換結果出力下位ＣＨ 

番号 

＠ＣＯＬＭ 

③ 
③ビット位置指定データ 

ＢＩＮＳ 
① ①データ形式指定番号 
② ②変換データＣＨ番号 

＠ＢＩＮＳ 

③ ③変換結果出力ＣＨ番号 
② ③ 符号付 BCD 符号付 BIN 

① 
入力データの範囲 

ＢＩＳＬ 
① ①データ形式指定番号 
② ②変換データ下位ＣＨ番号 

＠ＢＩＳＬ 

③ ③変換結果出力下位ＣＨ 
番号 ② ③ 符号付 BCD 符号付 BIN 

① 
入力データの範囲 

符号付 BCD 符号付 BIN ②＋１ ③＋１ 

ＢＣＤＳ 
① ①データ形式指定番号 
② ②変換データＣＨ番号 

＠ＢＣＤＳ 

③ ③変換結果出力ＣＨ番号 
② ③ 符号付 BIN 符号付 BCD 

① 
出力データの範囲 



 
   
 
 
 

 - 14 -

 １４５   ＢＤＳＬ      ────                   符号付倍長ＢＩＮデータを符号付倍長ＢＣＤデータに変換。 

                                

  

 

２＿１１．論理演算命令 

 １４６   ＡＮＤＷ      ────                   ＣＨデータ単位でのＣＨデータとＣＨデータ、定数の論理積をとります。 

                         

   

  

 １４７   ＡＮＤＬ      ────                   ２ＣＨ分のＣＨデータとＣＨデータとＣＨデータ、定数の論理積をとります。 

                         

   

  

 １４８   ＯＲＷ       ────                   ＣＨデータ単位でのＣＨデータとＣＨデータ、定数の論理和をとります。 

                         

   

  

 １４９   ＯＲＷＬ      ────                   ２ＣＨ分のＣＨデータとＣＨデータとＣＨデータ、定数の論理和をとります。 

                         

   

  

 １５０   ＸＯＲＷ      ────                   ＣＨデータ単位でのＣＨデータとＣＨデータ、定数の排他的論理和をとります。 

                         

   

  

 １５１   ＸＯＲＬ      ────                   ２ＣＨ分のＣＨデータとＣＨデータとＣＨデータ、定数の排他的論理和をとります。 

                         

   

  

 １５２   ＸＮＲＷ      ────                   ＣＨデータ単位でのＣＨデータとＣＨデータ、定数の排他的論理和否定をとります。 

                         

   

  

 １５３   ＸＮＲＬ      ────                   ２ＣＨ分のＣＨデータとＣＨデータとＣＨデータ、定数の排他的論理和否定をとります。 

                         

   

  

 １５４   ＣＯＭ       ────                   ＣＨデータのビット反転。 

                          

  

 １５５   ＣＯＭＬ      ────                   ２ＣＨ分のＣＨデータのビット反転。 

                          

  

 

 

ＢＤＳＬ 
① ①データ形式指定番号 
② ②変換データ下位ＣＨ番号 

＠ＢＤＳＬ 

③ ③変換結果出力下位ＣＨ 
番号 ② ③ 符号付 BIN 符号付 BCD 

① 
入力データの範囲 

符号付 BIN 符号付 BCD ②＋１ ③＋１ 

ＡＮＤＷ 
① 

①演算データ１ 

＠ＡＮＤＷ 
② 

②演算データ２ 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

① 
①・②→③ 

１ 
１ 
０ 
０ 

② 
１ 
０ 
１ 
０ 

③ 
１ 
０ 
０ 
０ 

ＡＮＤＬ 
① 

①演算データ１下位ＣＨ番号 

＠ＡＮＤＬ 
② 

②演算データ２下位ＣＨ番号 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

① 
（①＋１、①）・（②＋１、②）→（③＋１、③） 

１ 
１ 
０ 
０ 

② 
１ 
０ 
１ 
０ 

③ 
１ 
０ 
０ 
０ 

ＯＲＷ 
① 

①演算データ１ 

＠ＯＲＷ 
② 

②演算データ２ 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

① 
①＋②→③ 

１ 
１ 
０ 
０ 

② 
１ 
０ 
１ 
０ 

③ 
１ 
１ 
１ 
０ 

ＯＲＷＬ 
① 

①演算データ１下位ＣＨ番号 

＠ＯＲＷＬ 
② 

②演算データ２下位ＣＨ番号 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

① 
（①＋１、①）＋（②＋１、②）→（③＋１、③） 

１ 
１ 
０ 
０ 

② 
１ 
０ 
１ 
０ 

③ 
１ 
１ 
１ 
０ 

ＸＯＲＷ 
① 

①演算データ１ 

＠ＸＯＲＷ 
② 

②演算データ２ 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

① 
①・②＋①・②→③ 

１ 
１ 
０ 
０ 

② 
１ 
０ 
１ 
０ 

③ 
０ 
１ 
１ 
０ 

ＸＯＲＬ 
① 

①演算データ１下位ＣＨ番号 

＠ＸＯＲＬ 
② 

②演算データ２下位ＣＨ番号 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

① 
（①＋１、①）・（②＋１、②）＋（①＋１、①）・（②＋１、②）→（③＋１、③） 

１ 
１ 
０ 
０ 

② 
１ 
０ 
１ 
０ 

③ 
０ 
１ 
１ 
０ 

ＸＮＲＷ 
① 

①演算データ１ 

＠ＸＮＲＷ 
② 

②演算データ２ 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

① 
①・②＋①・②→③ 

１ 
１ 
０ 
０ 

② 
１ 
０ 
１ 
０ 

③ 
１ 
０ 
０ 
１ 

ＸＮＲＬ 
① 

①演算データ１下位ＣＨ番号 

＠ＸＮＲＬ 
② 

②演算データ２下位ＣＨ番号 

③ 

③演算結果出力ＣＨ番号 

① 
（①＋１、①）・（②＋１、②）＋（①＋１、①）・（②＋１、②）→（③＋１、③） 

１ 
１ 
０ 
０ 

② 
１ 
０ 
１ 
０ 

③ 
１ 
０ 
０ 
１ 

ＣＯＭ 
① ①反転データＣＨ番号 ＠ＣＯＭ 

① ① 

ＣＯＭＬ 
① ①反転データ下位ＣＨ 

番号 
＠ＣＯＭＬ 

（①＋１、①） （①＋１、①） 
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２＿１２．サブルーチン命令 

 １５６   ＳＢＳ       ────                   指定番号のサブルーチンを呼び出しプログラムを実行。 

                          

  

 １５７   ＳＢＮ       ────                   指定番号のサブルーチンの先頭の先頭を示します。 

                          

  

 １５８   ＲＥＴ       ────                   サブルーチンの終了。 

                          

  

 １５９   ＭＣＲＯ      ────                   引数付きのサブルーチンコールでＳＢＳ命令と異なり、②で指定した引数データと③で指定した 

                                        返数データによって、サブルーチン領域プログラムとのデータ受け渡しを行う。 

  

２＿１３．特殊命令 

 １６０   ＳＴＣ       ────                   ＣＹフラグをＯＮ。 

                          

  

 １６１   ＣＬＣ       ────                   ＣＹフラグをＯＦＦ。 

                          

  

ＳＢＳ 
① ①サブルーチン番号 ＠ＳＢＳ 

ＳＢＮ 
① ①サブルーチン番号 ＠ＳＢＮ 

ＲＥＴ 
＠ＲＥＴ 

ＭＣＲＯ 
＠ＭＣＲＯ ① 

② 
③ 

①サブルーチン番号 
②引数データ下位ＣＨ番号 
③返値データ下位ＣＨ番号 

ＳＴＣ 
＠ＳＴＣ 

ＣＬＣ 
＠ＣＬＣ 
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３．ＴＤＧシステムプログラム説明 
３＿１．概要 
   コンバータでコンバートしたＣプログラムとＣＰＵ基板のインターフェースを行うプロ

グラムです。このプログラムは仕様の異なるＣＰＵ基板毎にカスタマイズ（当社にて承りま

す）して使用します。 
   また、モニタリング機能を搭載、オムロン上位リンクプロトコルにも対応していますので

タッチパネル等の接続も可能です。 
 
 ３＿２．機能一覧 
① 特殊補助リレー 
名称 CX-Programmer で

の名称 

アドレス 内容 

運転開始時１サイクル 

オンフラグ 

P_First_Cycle A200.11 運転開始時１サイクルＯＮ 

タスク初回起動フラグ P_First_Cycle_Task A200.15 タスク初回起動フラグ 

 
   ②コンディションフラグ  

名称 CX-Programmer で

の名称 

内容 

キャリーフラグ P_CY 演算の結果、桁上がりまたは桁下がりがあった場合、

ビットがシフトされた場合にＯＮします。 

＞フラグ P_GT ２つのデータの比較結果が“＞”となった場合、ある

データが指定範囲を上回って超えた場合などにＯＮし

ます。 

＝フラグ P_EQ ２つのデータの比較結果が“＝”となった場合、演算

結果が０になった場合などにＯＮします。 

＜フラグ P_LT ２つのデータの比較結果が“＜”となった場合、ある

データが指定範囲を上回って超えた場合などにＯＮし

ます。 

ネガティブフラグ P_N 演算結果の最上位ビットが１となった場合にＯＮしま

す。 

≧フラグ P_GE ２つのデータの比較結果が“≧”となった場合にＯＮ

します。 

≠フラグ P_NE ２つのデータの比較結果が“≠”となった場合にＯＮ

します。 

≦フラグ P_LE ２つのデータの比較結果が“≦”となった場合に ON

します。 

常時ＯＮ P_On 常にＯＮ状態であるフラグ。 

常時ＯＦＦ P_Off 常にＯＦＦ状態であるフラグ。 
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   ③クロックパルス 
名称 CX-Programmerで

の名称 

説明 

0.02秒クロックパルス P_0_02s 0.01秒ＯＮ、0.01秒ＯＦＦの繰り返しパルス 

0.1秒クロックパルス P_0_1s 0.05秒ＯＮ、0.05秒ＯＦＦの繰り返しパルス 

0.2秒クロックパルス P_0_2s 0.1秒ＯＮ、0.1秒ＯＦＦの繰り返しパルス 

１秒クロックパルス P_1s 0.5秒ＯＮ、0.5秒ＯＦＦの繰り返しパルス 

１分クロックパルス P_1min 30秒ＯＮ、30秒ＯＦＦの繰り返しパルス 

 
   ④モニタリング機能 
    ＣＰＵ基板に通信機能（シリアル）があればその通信ポートとパソコンを通信ケーブル

で接続しＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒ上でラダーのモニタリングができる機能もありデ

バッグが容易になります。 
 
⑤上位リンクプロトコル対応 
オムロン上位リンクプロトコルにも対応していますので上位リンクプロトコルに対応

した外部機器と接続が可能です。 
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４．実行プログラム作成 
 ４＿１．作成手順 
  以下に実行プログラム作成までのプログラム開発からコンパイル、デバッグまでの作業手順

図を記します。 
 

１．ＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒでラ
ダープログラムを作成

パソコン

パソコン

２．コンバートアプリケー
ション実行

開始

３．Ｃファイル自動生成

パソコン

４．コンパイル実行
（ＴＤＧシステムプログラムと

結合）
５．ＲＯＭ（フラッシュＲＯＭ）に

書込

パソコン

６．ＣＸ－Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒに
てモニタリング（デバッグ）

終了

異常有り

上位リンクプロトコルを
使用しての外部機器
との通信

入出力
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   お問い合わせ先 
 
 
 
 
 
 

  

 電気・電子・コンピュータ応用  

 
 

自動制御の総合メーカー      東京電気技術工業株式会社 
    〒152-0031東京都目黒区中根 2-12-2 

TEL03-3723-3631 FAX03-3723-9404 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@tdg-net.co.jp 

URL http://www.tdg-net.co.jp 


